
スノーリゾート再構築支援アドバイザー

専門的知見を持つ、又は先行して取り組んでいる有識者に
お話しを聞いて課題解決の糸口を見つけませんか？

県内スキー場が抱える共通の課題

⻑野県内のスノーリゾートの再構築に向け、地域の関連事業者等との対話
を通じたマスタープランの作成や、グリーンシーズンにおける事業展開等
の取組を支援するため、専門的知見や先行例をもとに助言や提言を行う

「スノーリゾート再構築支援アドバイザー」を設置します。

スキー場以外の収入源の確保や新たな事業展開が急務！！
インバウンド誘客に取り組みたい⇒何から取り組めば良いのか…
スキー場再構築に向け地域のビジョンづくりに取り組みたい！

・相談を受けたいスキー
場へアドバイザーが訪問
します。

・地域の希望に応じてオ
ンラインでの相談にも対
応します。

・地域におけるスキー場
の将来に関する検討会議
等への出席も可能です。

1 . 現 地 へ 直 接 訪 問 2 . オ ン ラ イ ン で の 相 談 3 . 地 域 の 関 係 者 と の
会 議 へ の 出 席

関 均 氏（クリエーション合同会社CEO）
山田 桂一郎 氏（観光カリスマ、JTIC.SWISS代表）
和田 寛 氏（株式会社ズクトチエ代表取締役）

就 任 ア ド バ イ ザ ー



⻑野県 観光スポーツ部
山岳高原観光課 観光地域づくり係
〒380-8570
⻑野県⻑野市⼤字南⻑野字幅下692-2

026-235-7254

E-Mail. sangaku@pref.nagano.lg.jp

・相談に係る報償費は県が負担します。
・アドバイザーが派遣先へ赴く際の旅費は県が負担しますが、現地での
視察にかかる費用（派遣先での宿泊やリフト料金等）は申請者に負担
いただきます。

・１者で申請できる回数は年度内に最大３回とします。

注意事項

申請から相談までの流れ申請から相談までの流れ

アドバイザー派遣申請書（様式第１号）に必要事項を記入し、
メールで山岳高原観光課へ提出

申請書受理後、内容を審査し派遣の可否を決定
相談日程等を山岳高原観光課で調整のうえ派遣について通知

アドバイザーと申請者が直接連絡を取り、
事前の資料送付や相談を実施

アドバイザー派遣・相談

相談後14日以内にアドバイザー派遣実績報告書（様式第３号）
をメールで山岳高原観光課へ提出

※令和６年度相談期間11月~3月



関 均 氏 略歴 

 

 

1957年生まれ、長野県飯山市出身。クリエーション（合）

代表。自然を磨き上げ、商品にするプロフェッショナル。

17年にわたって、経営者として斑尾高原の観光活性化に尽

力。日本にまだなかったジップラインという概念をいち早

く創造・商品化し国内に広める先駆けとなった。複数のコ

ースを楽しみながら自然・景観を満喫できる施設ZIPLINE 

ADVENTUREという名称でこれまで全国に14のコースを施

工。継続的に運営指導コンサルを行っている。ジップライ

ン以外にも木々・川・地形を生かした幼児や高齢者でも楽

しめるウォーキングコース、アドベンチャーウォークの設

計・施工や斑尾高原でキャンプ場を開設し、キャンプ場予

約サイト「なっぷ」にて人気キャンプ場３年連続1位を獲

得するなど、アウトドア業界で多くの実績を誇る。 

X-PROJECT GROUPの顧問・相談役も務める。公職としても

飯山市観光局相談役を務めていた経歴を持つ。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

関均（せき ひとし） 

クリエーション（合）代表 

TRIATE 株式会社 代表取締役会長 

写真 



山田 桂一郎 氏 略歴 

 

 

1965年生まれ三重県津市出身。 

87年にスイス・ツェルマット観光局日本人対応インフォメ

ーション、セールスプロモーションを担当。その後、クラ

ン・モンタナ観光局、ベルビエ観光局、ヴァレー州観光局

等のレップを歴任。92年にＪＴＩＣ.ＳＷＩＳＳを設立。 

2005年に観光庁が選定している観光カリスマに認定。観

光・集客交流や観光・地域振興に関する内容で全国各地で

講演やセミナーの講師として活躍。（一社）日本スノース

ポーツ＆リゾーツ協議会の参与としても全国のマウンテン

リゾートへのインバウンド推進に取り組む。近年はDMOを

中心に地域マネジメントとして、マーケティング＆ブラン

ディングを推進しており、新型コロナの影響を受けながら

も売上を向上や宿泊数下げ止め等の実績を各地で残してい

る。内閣府地域活性化伝道師、総務省地域力創造アドバイ

ザー、内閣府クールジャパンプロデューサー、和歌山大学

客員教授、奈良県立大学客員教授など数々の実績を持つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山田桂一郎（やまだ けいいちろう） 

JTIC.SWISS 代表、観光カリスマ 



和田 寛 氏 略歴 

 

 

1976年生まれ東京都出身、2000年に東京大学法学部を卒業

後、農林水産省、2008年にベイン・アンド・カンパニーを

経て、2014年に日本スキー場開発に入社し、白馬で働き始

める。2016～17年の記録的な少雪でスキー場の来場者が激

減したことを受け、白馬岩岳マウンテンリゾートの経営者

として冬期のスキー客だけに頼らない「オールシーズン・

マウンテンリゾート」を目指した改革に取り組んだ結果、

夏の来訪者数が冬の1.5倍となり、「冬よりも夏に稼ぐ」リ

ゾート地となった。首相官邸「観光戦略実行推進会議」有

識者、国土交通省「スノーリゾートの投資環境整備に関す

る検討会」検討委員、長野県観光機構外部アドバイザーな

ども務め、官民双方の観点からスノーリゾートを中心とし

た観光業再生に携わる。2023年10月に(株)岩岳リゾートの

社長を退任。2022年に設立した(株)ズクトチエにて、白馬

エリアを中心に観光振興に取り組んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和田 寛（わだ ゆたか） 

㈱ズクトチエ代表取締役 


